
北
海
道
の
一
次
産
業
従
事
者
は
減
少
し
て
い
る
と

と
も
に
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
生
産
力
の
維
持
や
労

働
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
各
分
野

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
脱
炭
素
の
取
組
に
も
貢
献
す
る
こ

と
か
ら
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
勝
の
更
別
村
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運
転
や

ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
な
ど
の
実
証
事
業
が
行
わ
れ
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
事
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
圃
場
で

G
P
S
を
活
用
し
播
種
、
除
草
、
収
穫
な
ど
の
作
業
に

自
動
走
行
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
す
る
ほ
か
、
事
前
に

セ
ン
シ
ン
グ
用
ド
ロ
ー
ン
で
計
測
し
た
圃
場
で
大
型
の

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
、
設
定
し
た
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
広

範
囲
の
畑
に
上
空
か
ら
作
物
の
生
育
に
応
じ
農
薬
等

を
蒔
く
取
組
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
型
の
ト
ラ

ク
タ
ー
使
用
時
と
比
べ
、
約
1
/
4
の
時
間
で
作
業
が

完
了
し
ま
す
が
、
機
器
の
価
格
や
正
確
性
、
散
布
可
能

な
農
薬
の
種
類
の
少
な
さ
等
の
解
消
が
今
後
の
課
題

で
す
。

実
証
事
業
の
目
的
は
、
一
次
産
業
に
お
け
る
課
題
の

解
決
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
加
え
て
、
正
確
で
効
率
の
良

い
農
業
に
よ
り
、
燃
料
や
施
肥
量
の
削
減
や
省
エ
ネ
な

ど
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
組
に
も
繋
が
り
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼

更
別
村ス

マ
ー
ト
農
業
が
未
来
を
つ
く
る
！

▼

取
組
の
経
緯
・
背
景

LPG

温度
湿度
データ

温泉熱

液肥配合
調整

低温水

高温水

CO2
ハウス

温度湿度
調整

施肥

▼

取
組
の
概
要

上
ノ
国
町
字
大
留
に
あ
る
、
大

規
模
ト
マ
ト
栽
培
施
設
で
は
、
ビ

ニ
ル
ハ
ウ
ス
の
熱
源
に
温
泉
熱
を

活
用
。
ま
た
、
低
温
と
な
っ
た
温

水
を
L
P
G
ボ
イ
ラ
ー
で
再
加
熱

し
て
廃
熱
が
出
な
い
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、
ト
マ

ト
栽
培
に
最
適
な
ビ
ニ
ル
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
・
湿
度
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
従
来
の
化
石
燃
料
を
用
い

た
栽
培
方
法
よ
り
、
3
割
の
燃
料

使
用
量
削
減
を
実
現
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
の
育
成
に
必
要
な
肥

料
に
つ
い
て
も
、
最
適
な
投
入
量

と
な
る
よ
う
に
自
動
制
御
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
イ
ラ
ー
よ
り
排
出
さ

れ
る
C
O
2
は
、
ハ
ウ
ス
内
に
導

入
し
、
ト
マ
ト
の
育
成
促
進
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
効
果

と
し
て
、
一
般
的
な
ト
マ
ト
栽
培

で
の
生
産
量
は
1
0
ア
ー
ル
あ
た

り
7
㌧
で
す
が
、
こ
こ
で
は
1
0

ア
ー
ル
あ
た
り
５
７
㌧
ま
で
生
産

量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼
ボ
イ
ラ
ー
の
排
ガ
ス
も
活
用

▲ ロボットトラクター

剪
定
し
た
茎
や
葉
な
ど
の
残
渣

を
堆
肥
化
し
循
環
さ
せ
、
持
て
る

資
源
を
徹
底
的
に
使
い
切
る

「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
の
も
と
、

▼

ブ
ラ
ン
ド
効
果

「
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
ト
マ
ト
」

と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
効
果

も
あ
り
、
納
入

先
の
企
業
や

ス
ー
パ
ー
か
ら

も
好
評
で
す
。

◀

取
組
の
全
体
像

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社

寅
福

上ノ国町

Ａ
Ｉ
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
！

「サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ト
マ
ト
」の
生
産

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

Ｑ

工
夫
し
た
点
は
？

4

自
社
の
取
り
組
み
を
商
品
化
す
る

こ
と
。
資
材
、
物
流
、
販
売
先
と
生
産

か
ら
販
売
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
が
大
変
で
し
た
。
ま
た
、
お
客

様
へ
の
脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
し
て

「
農
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
事

業
」
と
考
え
、
北
海
道
で
植
物
工
場

事
業
を
行
う
上
で
デ
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
た
め
に
1
2
0
0
m
掘
削
し
温

泉
熱
利
用
す
る
こ
と
で
年
間
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
約
3
0
％
を
削

減
し
、
化
石
燃
料
使
用
量
を
削
減
し

て
い
ま
す
。

い
る
と
い
う
新

し
い
切
り
口
の

売
り
方
の
た
め

理
解
い
た
だ
く

の
に
大
変
で
し

た
。

（株）寅福
加藤 夢人

代表取締役兼ＣＥＯ

▲ 本社農場

▲ 自動飛行ドローン

北
海
道
の
ト
マ
ト
栽
培
は
、
本
州

で
難
し
い
と
さ
れ
る
夏
季
で
の
出

荷
が
可
能
な
点
が
強
み
で
す
が
、

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
温
度
管
理
な
ど

栽
培
コ
ス
ト
に
占
め
る
光
熱
費
の

割
合
が
高
い
と
さ
れ
、
採
算
性
の
改

善
に
は
、
光
熱
費
の
削
減
が
必
要
で

す
。株

式
会
社
寅
福
で
は
、
温
泉
熱
を

活
用
し
た
温
度
・
湿
度
等
の
自
動

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ト
マ
ト

栽
培
に
必
要
な
光
熱
費
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



実現に向けた道の取組

根
室
振
興
局

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

▼

流
氷
を
守
ろ
う
！

流
氷
ト
ラ
ス
ト
運
動
！

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

流
氷
や
世
界
自
然
遺
産
知
床
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

と
合
わ
せ
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
向
け
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

オ
ホ
ー
ツ
ク
」
の
取
組
を
推
進
し
て

お
り
、
「
流
氷
を
守
ろ
う
！
」
を
合

言
葉
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
ト
ラ
ス
ト

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
公
共
交
通
の

利
用
促
進
を
図
る
公
共
交
通
に
乗
っ

て
流
氷
を
守
ろ
う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
、
本
物
の
流
氷
展
示
等
を
行
う
真

夏
の
流
氷
ミ
ニ
講
座
を
イ
オ
ン
北
見

店
に
て
開
催
し
、
道
民
の
方
に
流
氷

の
成
り
立
ち
や
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紋
別
市
に
あ
る
道
立
施
設

の
北
海
道
立
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科
学

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
夏
休
み
期
間

中
に
夏
の
科
学
教
室
～
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
：
地
球
環
境
を
考
え
る
～
と
、
夏

の
ギ
ザ
祭
り
の
２
イ
ベ
ン
ト
を
共
催

で
開
催
し
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
づ
く
り

や
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
等
を
実
施
し
、

環
境
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
北
海
道
立
オ

ホ
ー
ツ
ク
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
の
で
、
是
非
そ
の
際
は
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▲流氷ミニ講座の様子

▲流氷科学センターで開催したイベントの様子

ゼロカーボン
オホーツクHP

▼

エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
地
球
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
落
石
岬
見
学
会
を
実
施

し
ま
し
た
！
（
６
月
２
７
日
）

根
室
振
興
局
で
は
毎
年
、
根
室
市
内
の

小
学
校
に
お
い
て
「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

根
室
市
落
石
に
は
、
国
立
環
境
研
究

所
が
設
置
し
て
い
る
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
な
ど

を
測
定
す
る
地
球
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
落
石
岬
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
近
隣
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
施

設
見
学
と
あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
に
よ
る
学
習
会
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
子
ど
も

た
ち
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

達
成
し
な
い
と
、
地
球
の
温
度
が
上
が

り
続
け
、
大
気
汚
染
・
異
常
気
象
な

ど
、
人
間
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
こ
と
を
、
ク
イ
ズ
を
交
え
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。

見
学
会
で
は
、
観
測
機
器
の
見
学

か
ら
始
ま
り
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の

観
測
結
果
グ
ラ
フ
か
ら
年
々
濃
度
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
最
後
に
は
、
人
為
的
に
放
出

さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
の
一
部
を
海
洋

が
吸
収
し
て
い
る
と
い
う
説
明
を
受

け
た
上
で
、
Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
を
使
っ
た

海
水
の
酸
性
化
実
験
を
行
い
、
身
近

な
海
が
吸
収
し
て
い
る
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
地
球
温
暖
化
や
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

う
機
会
と
し
て
、
来
年
度
以
降
も
エ

コ
ス
ク
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲見学会の様子

▲環境学習会の様子
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『ゼロカーボン北海道』の

胆
振
総
合
振
興
局
で
は
、
胆
振
地
域
で
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
組
む
団
体
が
交
流
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
『
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
い
ぶ
り
」
』
を
、
令
和
４
年
2

月
に
結
成
し
ま
し
た
。

胆
振
総
合
振
興
局

▼

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
い
ぶ
り
」

を
発
足
し
ま
し
た
！

令
和
４
年
2
月
28
日
に
「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
へ
の
定
期
的
な
情
報
配
信
や
、
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
広
く
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

ナ
ッ
ジ
等
を
推
進
す
る
北
海
道
行
動
デ
ザ

イ
ン
チ
ー
ム
（
Ｈ
ｏ
Ｂ
ｉ
Ｔ
）
と
連
携
し
、

室
蘭
市
の
職
員
を
対
象
と
し
た
「
行
動
デ
ザ

イ
ン
・
ナ
ッ
ジ
理
論
研
修
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
Ｈ
ｏ
Ｂ
ｉ
Ｔ
と
連
携
の
う
え
、

胆
振
管
内
の
行
動
変
容
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

▲ 行動デザイン・ナッジ理論研修の様子

▼

行
動
デ
ザ
イ
ン
・
ナ
ッ
ジ
理
論
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
！

▲ チームロゴマーク

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
脱
炭
素
版

井
戸
端
会
議
」
を
目
指
し
て
お
り
、
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
は
、
管
内
市
町
、
国
出
先
機
関
、

企
業
、
大
学
、
各
種
団
体
な
ど
、
多
種
多
様

な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

８
月
31
日
時
点
で
、
１
１
０
団
体
が
参
加
し

て
お
り
、
現
在
も
メ
ン
バ
ー
募
集
中
で
す
。

☆
ナ
ッ
ジ
と
は
・
・
・
？

行
動
科
学
の
知
見
を
活
用
し
、
人
々
が
自
分
自
身

も
し
く
は
社
会
に
と
っ
て
よ
り
良
い
選
択
を
自
発
的

に
取
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
政
策
手
法
で
す
。

北
海
道
環
境
生
活
部
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
戦
略
課
で
は
、
２
０
５
０
年

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実

現
に
向
け
て
、
事
業
者
の
皆
様
に
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組
の

実
例
を
紹
介
す
る
取
組
事
例
集
を

作
成
し
ま
し
た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
向
け
て
は
、
①
自
身
の
排
出
量

を
知
る
、
②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
徹

底
的
に
実
施
す
る
、
③
使
用
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
エ
ネ
へ
変
更
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
実
現
に
向
け
た
取
組
事
例
集
作
成
！

る
、
の
順
で
取
組
む
の
が
効
果
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
何
か

ら
取
組
ん
だ
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な

い
方
へ
も
、
簡
単
に
実
施
で
き
る
内

容
を
中
心
に
、
事
務
所
編
と
工
場
編

に
分
け
て
、
実
例
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
事
例
集
を
参
考
に
、
多
く
の

皆
様
の
職
場
で
も
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

へ
の
取
組
へ
踏
み
出
す
一
助
に
な
る

と
幸
い
で
す
。

▲取組事例集の一部

6
事例集のダウンロードはこちらから ▶



バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用

し
た
自
立
的
で
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り

▲ 足寄町ゼロカーボンシティ2050のイメージ

足寄町

地域
の取組

足
寄
町
経
済
課
商
工
観
光
振
興
室

商
工
観
光
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

☎
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１
５
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６
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（
直
通
）

〒
０
８
９-

３
７
９
７

足
寄
郡
足
寄
町

北
１
条
４
丁
目
４
８-

１

▼

こ
れ
ま
で
の
取
組
概
要

▼

地
域
脱
炭
素
に
向
け
た
今
後
の
取
組

足
寄
町
で
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
林
業
で
発
生
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を

利
用
し
た
自
立
的
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
で
は
平
成
１
４
年
に
策
定
し
た
『
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
い
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
早
く
か
ら
着
目
し
、
同

１
７
年
か
ら
『
と
か
ち
ペ
レ
ッ
ト
協
同
組

合
』
に
よ
っ
て
、
廃
校
と
な
っ
た
中
学
校

を
活
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
が
営
ま

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
材
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
、

平
成
１
８
年
の
役
場
庁
舎
新
築
を
機
に
公

共
施
設
は
基
本
的
に
木
造
と
し
、
ペ
レ
ッ

ト
を
燃
料
と
す
る
暖
房
の
導
入
も
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

導
入
に
も
継
続
的
に
取
組
み
、
中
山
間
地

の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
す
る
新
た
な
仕
組
み

の
構
築
を
目
指
し
、
平
成
３
０
年
に
Ｊ
Ａ

あ
し
ょ
ろ
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
を
稼
働

さ
せ
て
い
ま
す
。

◀

町
産
材
を
使
用
し
、
ペ

レ
ッ
ト
暖
房
を
行
う
庁
舎

▶

Ｊ
Ａ
あ
し
ょ
ろ
バ
イ
オ
マ
ス

セ
ン
タ
ー

ご担当者様

平
成
１
７
年
に
庁
舎
を

木
造
で
建
替
え
、
木
質
燃

料
の
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
は
、
本
町
に

と
っ
て
画
期
的
な
出
来
事

で
し
た
。
そ
の
原
動
力
と

な
っ
た
の
は
産
官
学
の
強

力
な
連
携
体
制
で
す
。

足
寄
町
は
、
２
０
２
１
年
９
月
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
表
明
し
、
実
現
に
向
け
て
具
体
の
取
組
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
に
は
「
足
寄
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

み
な
ら
ず
恵
ま
れ
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
か
し
、
脱

炭
素
化
と
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
町
を
挙
げ
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

▼

苦
労
さ
れ
た
点

▼

工
夫
し
た
点

温
暖
化
対
策
は
世
界
共
通

か
つ
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ

る
一
方
、
実
感
が
湧
き
に
く

い
の
が
現
実
で
す
。
対
策
は

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

ま
ず
は
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

仲
間
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
す
。

脱
炭
素
化
や
地
域
活
性
化

に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
真
剣
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
現
在
、

ま
ず
必
要
な
の
は
体
制
づ
く

り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
域
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
の
構
築

に
よ
る
地
域
振
興

釧路市

地域
の取組

株
式
会
社

阿
寒
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

☎
０
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４
７
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６
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７
３

〒
０
８
５-

０
２
３
１

北
海
道
釧
路
市

阿
寒
町

下
徹
別
３
２
線
４
７
番
地
１

▼

期
待
さ
れ
る
効
果

２
０
１
８
年
９
月
６
日
３
時
７
分
、
胆
振
地

方
中
東
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
を
引
き
金
に
、

道
内
で
は
大
規
模
な
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。

釧
路
市
阿
寒
町
で
は
最
大
３
日
間
の
停
電
が
発

生
し
、
町
内
の
酪
農
家
で
も
、
乳
牛
の
搾
乳
機

械
や
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
が
使
用
で
き
な
い
等
の

大
き
な
経
営
的
ダ
メ
ー
ジ
を
被
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
教
訓
に
、
釧
路
地
域
で
は
災
害
な
ど

の
系
統
停
電
時
に
も
安
定
し
た
営
農
が
で
き
る

仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
協
議
を
重
ね
、
今
年

度
か
ら
、
㈱
阿
寒
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
、
阿
寒

農
業
協
同
組
合
及
び
釧
路
市
は
、
徹
別
（
て
し

べ
つ
）
中
央
地
区
に
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電

池
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
設
備
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
を
導
入

し
、
系
統
停
電
時
（
非
常
時
）
に
は
、
発
電
設

備
や
蓄
電
池
の
電
力
供
給
量
、
需
要
家
の
電
力

▲ 阿寒マイクログリッドの概要

▼

取
組
の
概
要

消
費
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
周
辺
の

酪
農
施
設
1
３
軒
と
民
家
25
軒
等
の
電
力
を
自

立
的
に
供
給
す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
非
常
用
電
源
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
用
電
力
に
依
存

し
な
い
酪
農
地
域
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

推
進
事
例
で
す
。

酪
農
業
の
非
常
時
電
源
確
保
の
他
に
も
、
家

畜
ふ
ん
尿
の
有
効
活
用
に
よ
る
臭
気
の
低
減
に

よ
る
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
や
、
発
生
し
た

熱
の
有
効
活
用
に
よ
る
乳
量
の
増
加
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
で
は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
構

築
支
援
事
業
」
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
一
体
型
の
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

▲ ふん尿はバイオマス資源として発電に使うほか、発
生した熱は乳牛の飲み水の加温に使用することで摂取
量が増え乳量増加が期待される。
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